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を
犯
し
て
き
た
わ
け
で
、
そ
の
自
己
中
心
的
な
心
を
少

し
ず
ら
し
、
相
手
を
思
い
や
り
、
気
遣
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
こ
こ
に
入
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、

出
所
す
る
人
に
も
こ
の
木
の
よ
う
に
、
自
分
を
後
に
し

て
、
し
っ
か
り
歩
ん
で
い
く
よ
う
に
と
の
セ
ン
タ
ー
の

方
々
の
思
い
が
、
心
に
染
み
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
教
祖
は
、
み
か
ぐ
ら
う
た
に
『
や
さ
し

き
こ
ゝ
ろ
に
な
り
て
こ
い
』
手
振
り
は
額
前
よ
り
円
を

描
き
、
や
さ
し
き
心
と
は
、
ま
あ
る
い
心
で
あ
る
と
。

さ
ら
に
、『
こ
ゝ
ろ
す
み
き
れ
ご
く
ら
く
や
』
こ
こ
ろ
の

角
を
切
れ
・
澄
み
き
れ
と
、
ま
あ
る
い
心
で
、
と
お
教

え
く
だ
さ
い
ま
す
。
い
つ
、
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
あ
っ

て
も
、
人
を
た
す
け
る
、
陽
気
ぐ
ら
し
に
向
か
わ
し
め
る
、

慈
悲
深
い
親
心
を
感
じ
ま
す
。

　
『
諭
達
第
４
号
』
に
、「
今
日
、
世
の
中
に
は
、
他
者

へ
の
思
い
や
り
を
欠
い
た
自
己
主
張
や
、
刹
那
的
行
動

が
あ
ふ
れ
、
人
々
は
、
己
が
力
を
過
信
し
、
我
が
身
思

案
に
流
れ
、
心
の
闇
路
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
。」
と
教
え

ら
れ
ま
す
。
教
祖
１
４
０
年
祭
・
三
年
千
日
活
動
の
只

今
の
旬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
年
祭
活
動
・
諭
達
の

精
神
に
か
な
う
、
お
た
す
け
活
動
。
他
者
へ
の
献
身
・

互
い
立
て
合
い
助
け
合
い
の
心
を
映
す
べ
く
、
こ
こ
ろ

勇
め
て
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

巻
頭
言

　「
み
ん
な
丸
い
心
で
」

天
理
教
保
護
司
連
盟
委
員　

孔
　
岩
雄

　

数
年
前
、
保
護
司
会
の
研
修
で
、
栃
木
県
喜
連
川
社

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
罪
を
犯
し
た
人
が
留
置
さ
れ
る
場
所
で
、

罪
を
悔
い
改
め
改
心
し
、
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
官

民
一
体
と
な
っ
て
更
生
を
支
援
す
る
（
い
わ
ゆ
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
初
犯
者
向
け
の
刑
務
所
）
で
す
。
そ
の
セ

ン
タ
ー
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
建
物
の
入
り
口

で
多
く
の
柱
や
窓
が
丸
（
円
）
を
モ
チ
ー
フ
に
作
ら
れ

て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
い
わ
れ
を
聞
く
と
「
犯
罪
者

の
多
く
は
自
己
中
心
的
。
い
く
つ
も
の
角
が
立
っ
て
い

て
、
人
と
ぶ
つ
か
り
あ
う
。
そ
こ
で
犯
罪
を
犯
し
、
入

所
し
て
く
る
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
に
丸
い
円
の
よ
う
な

角
の
な
い
、
心
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
さ
ら
に
、
中

庭
に
植
え
ら
れ
た
一
本
の
樹
木
に
目
を
や
る
と
、
そ
の

一
本
の
木
が
中
心
か
ら
ず
れ
、
周
り
を
気
遣
う
よ
う
な

姿
で
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
訳
は
、「
自
己
中
心

的
な
生
き
方
か
ら
、
少
し
で
も
相
手
を
気
遣
い
一
歩
身

を
引
い
て
謙
虚
に
な
れ
ば
、
二
度
と
こ
う
し
た
と
こ
ろ

に
入
る
こ
と
は
な
い
。」
と
収
容
者
の
改
心
を
願
い
、
そ

の
木
に
思
い
を
込
め
職
員
の
方
が
植
え
ら
れ
た
と
聞
き
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
犯
罪
を
犯
し
た
人
は
、
そ
の
環

境
等
様
々
な
理
由
が
あ
る
に
し
ろ
、
自
己
中
心
的
に
生

き
て
き
た
故
に
、
他
を
傷
つ
け
、
身
勝
手
な
行
動
で
罪

《今号のニュース》
○巻頭言

○おやさと研修会 開催

○第 10 回ようぼく保護司研修会九州ブロック大会 開催

○表彰
天理教保護司連盟 広報部
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を
鑑
み
、
３
年
ぶ
り
に
対
面
で

の
開
催
と
な
っ
た
「
お
や
さ
と
研
修
会
」
は
、
８
月
25
日
（
木
）、
南

右
第
二
棟
３
階
に
て
開
催
さ
れ
た
。
連
盟
委
員
お
よ
び
会
員
に
加
え

関
心
あ
る
方
々
な
ど
44
名
が
参
加
し
た
。

　

伊
藤
逸
雄
連
盟
副
委
員
長
の
開
会
の
辞
、
北
嶋
眞
二
郎
連
盟
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
清
水
宏
泰
氏
（
天
理
教
明
和
大
教
会
長

代
務
者
・
奈
良
県
保
護
司
会
連
合
会
副
会
長
）
が
登
壇
さ
れ
、「
自
立

準
備
ホ
ー
ム
運
営
の
実
際
」
と
題
し
て
講
話
さ
れ
た
。

　

実
際
の
運
営
と
し
て
、
詰
所
を
拠
点
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
、
修

養
科
と
同
じ
日
課
で
生
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
、

こ
れ
ま
で
10
人
受
け
入
れ
た
う
ち
の
３
人
が
修
養
科
へ
志
願
し
た
こ

と
を
話
さ
れ
た
。
更
に
、
そ
れ
に
伴
う
多
く
の
苦
労
や
喜
び
な
ど
を

楽
し
く
学
ん
だ
研
修
と
な
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
対
象
と
な
る
人
を
受
け
入

れ
る
場
合
ど
こ
ま
で
の
責
任
が
か
か
っ
て
く
る
の
か
、
あ
る
い
は
持

つ
べ
き
な
の
か
等
、現
実
的
な
問
題
を
考
え
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

第
10
回
よ
う
ぼ
く
保
護
司
研
修
会

　
　
　
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催

　

令
和
４
年
11
月
28
日
～
29
日
で
熊
本
県
熊
本
市
の
天
理
教
熊
本
教

務
支
庁
（
小
森
正
一
教
区
長
）
を
会
場
に
、
よ
う
ぼ
く
保
護
司
研
修

会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
し
た
。
熊
本
教
務
支
庁
舎
は
五
年
前

の
熊
本
地
震
で
倒
壊
寸
前
と
な
り
解
体
さ
れ
た
が
、
令
和
２
年
７
月

２
日
に
新
し
い
支
庁
舎
を
開
所
、
木
の
香
も
匂
う
会
場
で
あ
っ
た
。 

　

参
加
者
は
九
州
の
熊
本
教
区
、
大
分

教
区
、
福
岡
教
区
、
長
崎
教
区
、
鹿
児

島
教
区
、
宮
崎
教
区
、
佐
賀
教
区
、
沖

縄
教
区
の
八
教
区
の
各
保
護
司
、
福
祉

に
係
わ
る
方
、
来
賓
の
方
々
を
入
れ
て

合
計
72
名
が
研
修
会
に
参
加
し
た
。 

　

来
賓
と
し
て
熊
本
保
護
観
察
所
長
・

古
賀
正
明
氏
、
熊
本
保
護
司
会
連
合
会

会
長
・
中
山
哲
行
氏
、
天
理
教
布
教
部

社
会
福
祉
課
長
・
村
田
幸
喜
氏
、
九

令
和
４
年
度
天
理
教
保
護
司
連
盟

　
　
　
　

お
や
さ
と
研
修
会
開
催

　

日　

時　
　
　

令
和
４
年
８
月
25
日
（
木
）

　

会　

場　
　
　

南
右
第
二
棟
３
階

　

日　

時　
　
　

令
和
4
年
11
月
28
日
（
月
）
～
29
日
（
火
）

　

会　

場　
　
　

熊
本
教
務
支
庁

　
参
加
者　
　
　

72
名
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州
各
教
区
長
、
記
念
講
師
と
し
て
、
脚
本
家
・
久
松
真
一
氏
を
迎
え

て
開
催
し
た
。
初
め
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
午
後
１
時
か
ら
伊
籐

逸
雄
保
護
司
連
盟
副
委
員
長
の
開
会
の
辞
、
続
い
て
北
嶋
眞
二
郎
連

盟
委
員
長
が
主
催
者
挨
拶
に
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
連

盟
活
動
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
態
が
３
年
続
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
再
ス
タ
ー
ト
と
し
て

10
年
ぶ
り
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。（
中

略
）
表
統
領
様
が
天
理
教
は
も
っ
と
外
に
向
か
っ
て
今
の
難
渋
た
す

け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
司
活
動
は
現

代
の
難
渋
た
す
け
そ
の
も
の
で
あ
る
。
保
護
司
連
盟
は
自
立
準
備
ホ
ー

ム
、
少
年
補
導
委
託
の
受
け
入
れ
教
会
の
増
加
を
進
め
て
い
る
、
等
々

と
話
さ
れ
た
。
来
賓
挨
拶
、来
賓
紹
介
と
続
き
、そ
の
後
、研
修
①
「
更

生
保
護
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
熊
本
保
護
観
察
所
長
・
古
賀
正
明
氏

が
講
師
を
つ
と
め
ら
れ
た
。

　

古
賀
氏
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
い
て
、
保
護
司
の
歴

史
や
こ
ぼ
れ
話
、
こ
れ
ま

で
の
保
護
司
活
動
の
成
果

等
々
を
話
し
た
。
続
い
て
研

修
②
「
各
教
区
体
験
発
表
並

び
に
現
状
報
告
（
１
）」
に

お
い
て
、
熊
本
教
区
代
表
、

田
代
九
三
氏
。
宮
崎
教
区

代
表
、
橘
林
盛
志
郞
氏
。
鹿
児
島
教
区
代
表
、
野
元
廣
和
氏
。
沖
縄

教
区
代
表
、
下
地
義
和
氏
。
と
各
代
表
の
体
験
、
教
区
の
保
護
司
活

動
の
現
状
な
ど
を
発
表
し
た
。
研
修
③
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
生
き
て
、

ふ
た
た
び　

保
護
司
深
谷
善
輔
」
を
書
い
て
』
と
題
し
て
、
脚
本
家
・

久
松
真
一
氏
が
講
演
を
さ
れ
た
。
久
松
氏
は
天
理
高
校
、
天
理
大
学

を
卒
業
し
、
道
友
社
に
勤
め
る
な
ど
、
10
年
ほ
ど
天
理
で
過
ご
し
、

そ
の
後
、
脚
本
家
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。
講
演
で
は
こ
の
ド
ラ
マ

を
書
く
事
と
な
っ
た
経
緯
や
裏

話
、
自
身
の
体
験
し
た
天
理
教

に
ま
つ
わ
る
話
を
さ
れ
、
保
護

司
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
祖
年

祭
に
向
か
う
諭
達
の
精
神
に
か

な
う
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
お
た
す
け
活
動
そ
の
も
の
で

あ
る
と
話
さ
れ
、「
人
々
の
た

め
に
た
す
け
一
条
で
頑
張
っ
て

い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。」
と
激
励
の
言

葉
で
締
め
く
ら
れ
、
参
加
者
の

中
に
は
感
動
の
あ
ま
り
涙
し
て

い
る
方
も
み
ら
れ
た
。

　

１
日
目
の
研
修
は
こ
こ
で
終

了
し
、
そ
の
後
、
宿
舎
の
東
肥

脚本家　久松真一氏
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昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
よ
う

ぼ
く
保
護
司
研
修
会
九
州
ブ
ロ
ッ

あ 

と 

が 

き

ク
大
会
」
で
は
、
事
務
局
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
準
備
か
ら
当
日
ま
で
多
く
の
方
が
ご
協
力
く
だ
さ
り
、
自

分
に
と
っ
て
も
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
経
験

を
来
年
度
の
保
護
司
連
盟
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

立
教
百
八
十
五
年
下
半
期
に
叙
勲
さ
れ
た
方

○
藍
綬
褒
章　

　

吉
田
博
之　

 

（
宮
崎
教
区
・
此
花
大
・
日
州
分
）

　

髙
橋
和
夫　

 

（
東
京
教
区
・
牛
込
大
・
千
山
分
）

○
法
務
大
臣
表
彰　

　

竹
本
和
道　

 （
広
島
教
区
・
笠
岡
大
・
福
芦
分
）

　　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
教
会
に
移
動
し
情
報
交
換
会
が
開
か
れ
た
。 

 　

２
日
目
、
研
修
④
で
は
「
天
理
教
の
社
会
福
祉
活
動
と
お
た
す
け
」

と
い
う
演
題
で
、
社
会
福
祉
課
長
・
村
田
幸
喜
氏
が
天
理
教
と
福
祉
の

流
れ
、
今
の
社
会
福
祉
と
天
理
教
の
大
き
な
つ
な
が
り
等
々
話
さ
れ
た
。

続
い
て
研
修
⑤
「
各
教
区
体
験
発
表
並
び
に
現
状
報
告
（
２
）」
で
は
、

大
分
教
区
代
表
、
後
藤
正
巳
氏
。
佐
賀
教
区
代
表
、
中
島
道
弘
氏
。
長

崎
教
区
代
表
、
吉
村
孝
雄
氏
。
福
岡
教
区
代
表
、
森
田
義
明
氏
が
各
体

験
並
び
に
教
区
現
状
を
発
表
し
た
。

研
修
⑥
「
天
理
教
保
護
司
連
盟
の

目
標
の
説
明
」
と
し
て
「
全
支
部

に
１
名
以
上
の
よ
う
ぼ
く
保
護
司

を
」
と
題
し
て
孔
岩
雄
連
盟
委
員

が
、「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
の
増
設
に

つ
い
て
」
を
原
田
浩
連
盟
委
員
が

説
明
を
し
た
。 

　

閉
会
式
で
は
、
本
田
和
夫
連
盟

委
員
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
、「
こ
の

度
は
、
熊
本
教
区
長
様
、
熊
本
教

区
福
祉
部
長
始
め
先
生
方
、
熊
本

教
区
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
、
東

肥
大
教
会
の
皆
様
方
に
は
本
当
に

お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
等
々

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
３
年
ぶ
り
10
回
目
の
よ
う
ぼ
く
保
護
司
研
修
会

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
閉
会
し
た
。

表
　
彰


